
この設問は，継続的に叙述を基に登場人物の心情の変化を捉える力に課題が見られる

ため，今年度新たに「変化した気持ちについて三人の児童が叙述を基に想像したことを話し

合っている」場面を設定し，問い方や答え方を変えて出題した問題である。

気持ちの変化

二人の関係

涼太に教えてもらいながら，初めての釣りをがんばっている様子

苦労しながらも一人で

がんばっている様子

釣りの上手な涼太もびっくりするほど大きな魚

最後まで

一人で釣ら

せようとし

ている

一人でがんばって釣った和彦

をほめている



○ 前後の記述だけ（その場面だけ）で考えさせるのではなく，作品全体

から想像させましょう。その際には，

・気持ちの根拠となる叙述を複数見付けさせるようにしましょう。

そして，その叙述を関連させて考えさせましょう。

・登場人物の性格や境遇，状況なども把握させ，関係性からも考え

させましょう。

○ なぜそのように想像したのかという理由を交流させることで考えを深

めさせましょう。

主な解答例 割合（％）

○

（例）涼太が釣った魚よりもはる
かに大きな岩魚を釣ることができ
たし，それを涼太にほめられた

4.2

（例）涼太が釣った魚よりもはる
かに大きな岩魚を釣ることができ
た

18.3

（例）涼太にほめられた，涼太に
すごいと言ってもらった

6.1

△
（例）大きな岩魚（魚）を釣ること
ができた

23.6

×
内容は合っているがあとの文に
続かない表現のもの

4.4

上記以外の解答 35.2
無解答 ― 8.3

何が問われているのか，

どう答えたらよいのかが分

からない。

なぜうれしいという気持ちに

変化したのかという理由を

叙述を基に想像することが

できていない。

文章全体から叙述を関連さ

せて想像できている児童

は，4.2％しかいない！

直前の「大き

な岩魚だっ

た。」という叙

述からしか想

像できていな

い児童が

23.6％いる。

通過率
は，52.2%
だが・・

このような交流をさせましょう！

先生 ： 和彦の気持ちはどうなったでしょう。

児童 ： 最初は「もう魚釣りなんかどうでもいいような気分」だったけど，岩魚が
釣れてうれしいという気持ちになりました。

先生 ： それはどこから分かるかな？

児童 ： 「和彦の胸によろこびがふくれみちてきた」というところからです。

先生 ： うれしい気持ちは岩魚が釣れたからだけかな？もっと他にはないか
な？

第１・２学年 読むこと

・場面の様子について，登場

人物の行動を中心に想像

を広げながら読むこと。

第３・４学年 読むこと

・場面の移り変わりに注意しな

がら，登場人物の性格や気持

ちの変化，情景などについて，

叙述を基に想像して読むこと。

第５・６学年 読むこと

・登場人物の相互関係や心情，

場面についての描写をとらえ，

優れた叙述について自分の考

えをまとめること。


